
令和６年度 学校図書館活用推進事業 実践報告 
 

新潟市立矢代田小学校 

 

１ 矢代田小学校の児童の実態（全校児童１８５名） 

 

・本を読むことが好きな児童が多い 

・昨年度の一人平均貸出冊数は 147冊 

・高学年は図書館の本の他に家庭の本や電子図書館の本を読む児童もいる 

・週 1回 図書館割り当て 

・毎週金曜日 ボランティアによる読み聞かせ 

・5冊貸し出し （長期休みは 10冊） 

 

２ 今年度の取組 （キーワード 全校体制・子ども主体・連携） 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 「学校図書館全体計画」「学校図書館年間活用計画」の見直し 

   ・どちらも全校体制で見直し、新たに作成した。 

（２） 学校図書館の３つの機能を生かす。特に「学習センター」「情報センター」としての

機能を高めるための実践の推進 

＜読書センター＞ 児童の読書活動・読書指導 

① 読書意欲を高める  

・各学年の教科書に載っている本の中から２０冊をお薦めの本とし、２０冊を読む

と 賞状とマイバーコード付きしおりをプレゼント 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 「学校図書館全体計画」「学校図書館年間活用計画」の見直し 

（２） 学校図書館の３つの機能を生かす。特に「学習センター」「情報センター」としての

機能を高めるための実践の推進 

（３） 中学校区で連携した取組 

 

１ 



・読破賞 低１５０冊 中１２０冊 高９０冊 以上読むと 校長から表彰と中学生手

作りしおりをプレゼント 

② 「うちどく」の実施 

 ・読書週間に合わせて、家族で一緒に読書をする「うちどく」を実施し、毎日カード

に記入し、最後に振り返りをした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 本の展示・紹介の工夫 

ボランティアが読み聞かせした本の展示、「どうぞのふみ台」、おすすめの本カー

ドの掲示と本の展示をするなど児童の利用を促す工夫をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（読み聞かせの本展示）              （どうぞのふみ台） 

（おすすめの本紹介） 
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④ 図書委員会による取組 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （本ビンゴ・ルーレットくじびき） 

 

＜学習センター＞学習を支援したり学習内容を豊かにしてその理解を深めたりする 

① 図書館資料を活用した授業 

② オレンジボックスの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（宮沢賢治 作品の世界を想像しよう） 
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③ 新聞コーナー設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図書委員会のおすすめの新聞記事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ バリアフリーコーナー設置（りんごの棚・リーディングトラッカー） 

 

⑤ 利用された資料を記録し、次年度以降も参考できるようにファイリングしておく。 

＜情報センター＞児童の情報の収集・選択・活用能力を育成 

① 情報活用能力の育成・探究的な学習 

・シンキングツールの活用 

「収集した情報を整理したり分析したりする場面において、シンキングツールの活用を

４ 



促す」ことを意識的に取り組んできた。児童は課題解決のため、自分の好きなやり方で

シンキングツールを使って考えを作り出そうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調べ学習 この本はどの棚にあるのかな）        （ポプラディアに挑戦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調べ学習ってどうすればいいの？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（シンキングツール活用） 

（３） 中学校区で連携した取組 

５ 



・夏休み 小学生へ向けて中学校図書館を開放 

・中学生より お薦めの本紹介動画と本の展示 

・中学生より 手作りしおり プレゼント 

・小須戸小と矢代田小の６年生がお薦めの本紹介動画 

・小須戸小・矢代田小 2校でそれぞれで一番読まれている本を紹介し合い、展示 

・図書館便りやオリエンテーション資料の交換。図書館展示の共有 

 

３ 今年度の実践を振り返って 

・図書館を自分の居場所として「学校で一番好きな場所」と答える児童が多い。 

・図書委員会を生かした取組で貸し出し冊数が増え、来館者も増えた。 

・学年が上がるにつれ、休み時間等が委員会の仕事などで、図書館を利用する時間を

作ることが難しい。朝読書や授業時間を活用して本に親しむ活動を増やしていく。 

・授業で必要な資料は教員が司書に依頼している。そのため児童が自分で必要な資料

を探し出せているのか把握しきれていないところがある。児童が主体となるような

働き掛けが必要である。 

・今年度は「うちどく」を初めて実施した。保護者からのコメントでは「初めてのうちど

くで読み聞かせをしてもらいました。SNSから離れる良い機会になりました。子供と

ゆったりした時間が過ごせました。本っていいですね。」「同じ本を親子で読み、見て

いる視点と感じ方が違っていて面白いと思いました。」など、たくさんの感想が寄せ

られました。 

 

 

 

 

 

６ 


